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17　定時制通信教育手当
○　概要
(1)　定時制通信教育手当とは、高等学校の校長、教頭、教諭等及び実習助手のうち定時制教育又は通信教育に従事する職員の職務の複雑・困難性にかんがみ、これらの職員に支給される手当である。
(2)　支給額は、職務の級区分に応じた定額である。
（教育職給料表）
	区分
	夜間定時制
	昼間定時制
	通信制

	２級以上の者
	24,000円
	11,000円
	18,000円

	１級の者
	19,000円
	8,000円
	14,000円


○　関係法令

給与条例

 (定時制通信教育手当)

第18条の3　県立高等学校において定時制の課程又は通信教育に従事する職員に対しては、定時制通信教育手当を支給する。
２　定時制通信教育手当の月額は、24,000円の範囲内で人事委員会規則で定める。

３　定時制通信教育手当の支給を受ける者の範囲は、人事委員会規則で定める。

給与支給規則

 (定時制通信教育手当)

第34条　条例第18条の3第2項の規定による定時制通信教育手当の月額は、次の各号に掲げる職員の区分に応じて、当該各号に掲げる額(再任用短時間勤務職員にあつてはその額に再任用短時間算出率を、育児短時間勤務職員等にあつてはその額に育児短時間算出率を、任期付短時間勤務職員にあつてはその額に任期付短時間算出率をそれぞれ乗じて得た額とし、その額に1円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた額とする。)とする。

一　定時制の課程に従事する職員のうち、その属する職務の級が教育職給料表の2級以上である者　11,000円(夜間に授業を行う者にあつては、24,000円)

二　定時制の課程に従事する職員のうち、その属する職務の級が教育職給料表の1級である者　8,000円(夜間に授業を行う者にあつては、19,000円)

三　通信教育に従事する職員のうち、その属する職務の級が教育職給料表の2級以上である者　18,000円

四　通信教育に従事する職員のうち、その属する職務の級が教育職給料表の1級である者　14,000円

第35条　条例第18条の3第3項に規定する定時制通信教育手当の支給を受ける者は、次の各号に掲げるものとする。

一　本務として定時制の課程を置く県立高等学校又は通信教育を行う県立高等学校の校長の職にある者

二　本務として定時制の課程又は通信教育に従事する副校長、教頭、主幹教諭、教諭、助教諭、養護教諭、養護助教諭及び講師(常時勤務の者、再任用短時間勤務職員、育児短時間勤務職員等及び任期付短時間勤務職員に限る。)の職にある者

三　本務として定時制の課程又は通信教育に従事する実習助手の職にある者で次に掲げるもののいずれかに該当するもの

(1)　高等学校を卒業した者若しくは高等専門学校の第3学年の課程を修了した者又はこれらと同等以上の学力があると任命権者が認める者で、その者の従事する実験又は実習(以下「担当実習」という。)に関し技術優秀と認められるもの

(2)　3年以上担当実習に関連のある実地の経験を有する者で、当該担当実習に関し技術優秀と認められるもの

第36条　定時制通信教育手当の支給を受けることができる職員が月の1日から末日までの間において引き続き16日以上次の各号のいずれかに該当する場合は、その月の定時制通信教育手当は、支給しない。

一　出張した場合(生徒の実習指導のために出張した場合を除く。)

二　研修を受けた場合

三　勤務しなかつた場合(公務上の負傷若しくは疾病又は通勤による負傷若しくは疾病(外国機関等派遣職員若しくは公益的法人等派遣職員又は退職派遣者の派遣先の業務上の負傷若しくは疾病又は通勤による負傷若しくは疾病を含む。)による場合を除く。)

２　職員が、月の中途で、定時制通信教育手当の支給を受けることができる職員となつた場合又は定時制通信教育手当を受けることができない職員となつた場合には、定時制通信教育手当の支給を受けることができる職員として勤務すべき日数に応じ、日割計算により定時制通信教育手当を支給する。

３　職員が、月の中途で、第34条に規定する支給割合を異にする職員となつた場合には、それぞれの勤務すべき日数に応じ、日割計算により定時制通信教育手当を支給する。

第37条　定時制通信教育手当は、前条の規定によるほか、給料の支給方法に準じて支給する。

○　通知

○　全日制課程のみを置く学校と定時制課程のみを置く学校を兼務する校長に対する定時制通信教育手当の支給について

（昭和63年3月28日　63教総号外　総務課長）

定時制通信教育手当は本務として定時制教育及び通信教育に従事する教員に、その職務の困難、複雑性にかんがみ、支給しているところであるが、「全日制課程のみを置く学校と定時制課程のみを置く学校」を兼務する校長にも同手当を支給することとしたので通知します。

記

１　定時制通信教育手当の支給は、定時制独立校の校長のほか、全日制・定時制課程を置く併置校の校長にも支給されているが、この併置校の校長と「全日制課程のみを置く学校と定時制課程のみを置く学校」を兼務する校長の勤務態様等は同様であり、実態も本務として定時制課程に勤務する時間が長いことなどを考慮して定時制通信教育手当を支給することとする。

２　昭和63年4月分から支給する。
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